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議
会
２
月
25
日
か
ら
３
月
25
日
ま
で
の
会
期

市
議
会
２
月
定
例
会
の
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　
総
務
課　
田
中　
☎
（
23
）
０
０
５
０

牧
之
原
市
の
未
来
を
一
緒
に

令
和
８
年
度
４
月
採
用　
市
職
員
募
集

問
い
合
わ
せ　
総
務
課　
大
石　
☎
（
23
）
０
０
５
１

募
集

私たちと一緒に、牧之原市の
未来をつくっていきましょう！

（令和７年度新規採用職員）

税
金

65
歳
以
上
の
年
金
所
得
の
あ
る
皆
さ
ん
へ

公
的
年
金
か
ら
の
住
民
税
の
引
き
去
り
（
特
別
徴
収
）
制
度

問
い
合
わ
せ　
税
務
課　
米
山　
☎
（
23
）
０
０
３
５

　

65
歳
に
な
る
と
、
個
人
住
民
税
を
納

付
す
る
義
務
が
あ
る
人
に
つ
い
て
は
、

公
的
年
金
か
ら
住
民
税
の
引
き
去
り
が

始
ま
り
ま
す
。

　

年
金
所
得
分
の
住
民
税
は
、
年
金
か

ら
引
き
去
り
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
年
金

所
得
以
外
に
給
与
や
事
業
所
得
が
あ
る

人
は
、
今
ま
で
ど
お
り
給
与
か
ら
の
引

き
去
り
や
口
座
振
替
、
納
付
書
に
よ
る

納
付
と
な
り
ま
す
。

①
令
和
７
年
４
月
１
日
現
在
65
歳
の
人

　

今
年
の
10
月
に
支
給
さ
れ
る
年
金
か

ら
年
金
所
得
分
の
住
民
税
の
引
き
去
り

②�

令
和
７
年
４
月
１
日
現
在
66
歳
以
上

の
人

　

前
年
に
引
き
続
き
、
今
年
の
４
月
に

支
給
さ
れ
る
年
金
分
か
ら
年
金
所
得
分

の
住
民
税
の
引
き
去
り

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
９
号
）

　

令
和
６
年
度
の
９
回
目
の
補
正
で
、

２
億
９
０
７
４
万
４
千
円
を
減
額
し
、

補
正
後
の
総
額
を
２
３
３
億
６
２
３
４

万
４
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
補
正
予
算
で
は
、
国
の
補
正

予
算
に
よ
り
実
施
と
な
る
、
住
民
税
非

課
税
世
帯
へ
の
物
価
高
騰
対
応
重
点
支

援
給
付
事
業
の
ほ
か
、
各
事
業
の
決
算

見
込
み
か
ら
生
じ
る
不
用
額
、
市
税
な

ど
の
決
算
見
込
み
に
よ
る
増
額
を
財
政

調
整
基
金
へ
繰
り
戻
す
た
め
の
予
算
措

置
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
一
般
会
計
予
算

　

令
和
７
年
度
一
般
会
計
の
歳
入
歳
出

予
算
は
２
４
７
億
５
千
万
円
で
、
前
年

度
比
30
億
５
千
万
円
、
率
に
し
て
14
・

１
％
の
増
と
な
り
、
過
去
最
大
の
予
算

額
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
３
次
総
合
計
画
の
３
年
目
と
な
り
、

前
年
度
に
引
き
続
き
、
５
つ
の
重
点
戦

略
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
積
極
的
に
推
進

す
る
た
め
の
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
市
民
の
安
全
・
安
心

を
図
る
た
め
の
牧
之
原
消
防
署
榛
原
出

張
所
整
備
事
業
、
海
岸
防
潮
堤
整
備
事

業
、
子
ど
も
の
教
育
に
重
点
を
お
い
た

義
務
教
育
学
校
建
設
事
業
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
推
進
事
業
、
新
た
な
拠
点
づ
く
り
に

向
け
た
高
台
開
発
事
業
、
地
域
経
済
の

活
性
化
を
図
る
た
め
の
道
の
駅
「
そ
ら

っ
と
牧
之
原
」整
備
事
業
、全
日
本
サ
ー

フ
ィ
ン
選
手
権
へ
の
補
助
金
、
大
河
ド

ラ
マ「
べ
ら
ぼ
う
」活
用
推
進
協
議
会
負

担
金
な
ど
、
本
市
の
さ
ら
な
る
魅
力
を

創
出
し
、
観
光
交
流
人
口
の
拡
大
が
図

れ
る
よ
う
な
予
算
措
置
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
他
、
▼
特
別
会
計
に
関
す
る
６

年
度
補
正
予
算
▼
特
別
会
計
及
び
水
道

事
業
会
計
に
関
す
る
７
年
度
予
算
▼
牧

之
原
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
▼
牧
之
原
市

非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退
職
報
償
金

の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
▼
牧
之
原
市
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
職
員
及
び
運
営
の
基
準
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
牧
之
原
市
相
良
総
合
セ
ン
タ
ー
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
▼
財
産
の
取

得
に
つ
い
て
▼「
道
の
駅（
仮
）さ
か
べ
」

地
域
振
興
施
設
新
築
工
事
請
負
契
約
の

一
部
変
更
に
つ
い
て
▼「
道
の
駅（
仮
）

さ
か
べ
」休
憩
施
設
新
築
工
事
請
負
契

約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
▼
牧
之
原
市

相
良
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
人
工
芝
整
備
工

事
請
負
契
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
▼

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
、な
ど

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

子
育
「
の
び
の
び
と 

こ
ど
も
が
育
ち 

今
と
未
来
と
子
育
て
を 

地
域
で
支
え
合
う 

ま
き
の
は
ら
」

第
３
期
牧
之
原
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
を
策
定

問
い
合
わ
せ　
子
ど
も
子
育
て
課　
横
山　
☎
（
23
）
０
０
７
１

　

市
で
は
、令
和
７
年
度
か
ら
令
和
11

年
度
ま
で
の
５
年
間
を
計
画
期
間
と
す

る「
第
３
期
牧
之
原
市
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
（
牧
之
原
市
次
世
代
育

成
支
援
行
動
計
画
、
牧
之
原
市
こ
ど
も

の
貧
困
対
策
計
画
）」を
策
定
し
ま
し
た
。

　

近
年
、
全
て
の
こ
ど
も
が
個
人
と
し

て
等
し
く
健
や
か
に
成
長
で
き
、
自
身

の
置
か
れ
た
環
境
な
ど
に
左
右
さ
れ
ず
、

そ
の
権
利
が
擁
護
さ
れ
、
幸
せ
な
状
態

で
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
「
こ
ど

も
ま
ん
な
か
社
会
」
の
実
現
を
目
指
す

動
き
が
加
速
し
て
い
ま
す
。

　

計
画
で
は
、
左
の
基
本
理
念
に
よ
り
、

５
つ
の
基
本
目
標
を
設
定
し
、市
民
の
皆

さ
ま
と
共
に
、こ
ど
も
た
ち
の
未
来
を
支

え
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

計
画
書
や
概
要
版
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
な
ど
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

ホームページ

基
本
目
標
１

こどもの心身の健やかな成長を愛情をもって支える地
域づくり
▶�こどもの養育環境の向上と保護者の負担軽減を図ります。
▶�心身の豊かさを持ったこどもを育てるものとなるよう、
教育・保育環境の充実を図ります。

基
本
目
標
２

子育て世帯をあたたかく見守り、安心してこどもを産み
育てられる環境づくり
▶妊娠、出産、子育てへと続く切れ目ない支援を提供します。
▶�地域全体で子育て世帯を支える取り組みの推進を図ります。

基
本
目
標
３

次代を切り拓く力を育む教育を展開する体制づくり
▶�「次代を切り拓く力」を育成する教育内容の充実を図ります。
▶�こどもが地域のひと・もの・ことから学ぶ機会を創造し
ます。
▶こども一人ひとりを大切にした教育を充実させていきます。

基
本
目
標
４

すべてのこどもを大切にし、安全・安心な生活を保障す
る環境づくり
▶�こどもの状況に応じた支援を提供します。
▶�ヤングケアラー支援などによるこどもの権利擁護を図り
ます。
▶�ひとり親家庭に対し、自立につながる支援などを提供し
ます。

基
本
目
標
５

すべてのこどもが生まれ育った環境にかかわらず明る
い未来を描けるまちづくり
▶�配慮が必要なこどもや保護者に対し、それぞれの家庭が
求める支援につなげる体制づくりを図っていきます。

基本
理念

のびのびと こどもが育ち 今と未来と子育てを
地域で支え合う まきのはら

　

牧
之
原
市
の
未
来
の
た
め
に
働
く
市

の
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
職
種
・
人
数

［
一
般
募
集
枠
］

①
一
般
事
務
（
大
卒
）
＝
10
人
程
度

②
一
般
事
務
（
短
大
・
専
門
学
校
卒
）

　

＝
若
干
名

③
一
般
事
務
（
高
校
卒
）
＝
若
干
名

④�

土
木
技
術
員
（
大
学
・
短
大
・
専
門

学
校
卒
）
＝
若
干
名

⑤
土
木
技
術
員
（
高
校
卒
）
＝
若
干
名

⑥�

建
築
技
術
員
（
大
学
・
短
大
・
専
門

学
校
卒
以
上
）
＝
若
干
名

⑦
保
健
師
＝
若
干
名

⑧
社
会
福
祉
士
＝
若
干
名

［
職
務
経
験
枠
］

⑨
一
般
事
務
（
大
卒
）
＝
若
干
名

⑩
土
木
技
術
員
＝
若
干
名

⑪
建
築
技
術
員
＝
若
干
名

募
集
期
間

▼�

①
、
②
、
④
、
⑥
～
⑧
＝
５
月
12
日

月
～
６
月
16
日
月

▼�

③
、⑤
＝
６
月
30
日
月
～
７
月
28
日
月

▼�

⑨
～
⑪
＝
６
月
30
日
月
～
７
月
22
日

火

　

募
集
内
容
や
試
験
案

内
な
ど
の
詳
細
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

し
て
い
ま
す
。

納付方法 口座振替または納付書 年金からの引き去り

納期 ６月 ８月 10月 12月 ２月

税額 15,000円 15,000円 10,000円 10,000円 10,000円

割合 １／４ １／４ １／６ １／６ １／６

＊割合＝年税額に対する割合。
令和７年４月１日現在65歳の人で、令和７年度の公的年金の住民税
年税額が６万円の場合

令和７年４月１日現在66歳以上の人で、令和６年度の公的年金の住民税年
税額が６万円かつ令和７年度の公的年金の住民税年税額が63,000円の場合

納付方法 年金からの引き去り

納期 ４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月

税額
10,000円 10,000円 10,000円 11,000円 11,000円 11,000円

（前年度年税額÷２）÷３ ｛年税額-（４・６・８月分）｝÷３

�公的年金から住民税の引き去りを行わない人
▶４月１日現在65歳になっていない人▶年金収入はあるものの年金所
得が発生しない人▶介護保険料が年金から引き去りされていない人

�公的年金から住民税の引き去りが中止になる人
▶公的年金所得に係る個人住民税額に変更があった人▶市から転出され
た人やお亡くなりになられた人▶介護保険料の引き去りが中止になった
人　など

※�転出・税額変更になる場合でも一定の要件を満たすことで引き去り（特
別徴収）が継続されます。

年金引き去りの例

ホームページ
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５
月
26
日
か
ら
改
正
戸
籍
法
が
施
行

戸
籍
に
氏
名
の
フ
リ
ガ
ナ
を
載
せ
る
制
度
が
始
ま
り
ま
す

問
い
合
わ
せ　
市
民
課　
清
水　
☎
（
23
）
０
０
２
１

戸
籍

　

こ
れ
ま
で
氏
名
の
フ
リ
ガ
ナ
は
戸
籍

に
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
法
律
上
の
根

拠
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

今
回
の
改
正
戸
籍
法
の
施
行
に
よ
り
、

新
た
に
氏
名
の
フ
リ
ガ
ナ
が
戸
籍
に
記

載
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

記
載
に
よ
り
期
待
さ
れ
る
効
果

▼�

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
デ
ジ
タ
ル
化
の

　

推
進

▼
本
人
確
認
情
報
と
し
て
の
利
用

▼
各
種
規
制
の
潜
脱
行
為
の
防
止

戸
籍
に
記
載
さ
れ
る
予
定
の
フ
リ
ガ
ナ

の
通
知

　

本
籍
地
の
市
区
町
村
長
か
ら
、
原
則

と
し
て
戸
籍
の
筆
頭
者
宛
に
、
戸
籍
に

記
載
さ
れ
る
予
定
の
フ
リ
ガ
ナ
を
通
知

し
ま
す
。
通
知
書
は
戸
籍
単
位
で
送
付

さ
れ
、
戸
籍
内
で
別
住
所
の
人
は
住
所

地
ご
と
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、
７
月
頃
か
ら
順
次
送
付
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

氏
名
の
フ
リ
ガ
ナ
の
届
出 

　

通
知
に
記
載
さ
れ
て
い
る
フ
リ
ガ
ナ

が
誤
っ
て
い
る
場
合
は
、
必
ず
令
和
８

年
５
⽉
25
⽇
ま
で
に
届
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　

通
知
の
⽒
名
の
フ
リ
ガ
ナ
が
正
し
い

場
合
は
、
届
出
は
不
要
で
す
。
そ
の
場

合
は
、
届
出
を
し
な
く
て
も
令
和
８
年

５
⽉
26
⽇
以
降
に
、
通
知
に
記
載
さ
れ

た
フ
リ
ガ
ナ
が
⼾
籍
に
記
載
さ
れ
ま
す
。

届
出
方
法

　

⽒
名
の
フ
リ
ガ
ナ
の
届
出
は
、
本
籍

地
ま
た
は
お
住
ま
い
の
市
区
町
村
の
窓

⼝
で
⾏
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

郵
送
ま
た
は
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
利

⽤
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
届
出
も
可
能

で
す
。
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
の
届
出

は
、
窓
⼝
に
赴
く
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん

の
で
便
利
で
す
。

届
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
人

　

氏
名
の
う
ち
、「
氏
」
の
振
り
仮
名

は
原
則
と
し
て
、
戸
籍
の
筆
頭
者
が
単

独
で
届
け
出
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
筆

頭
者
が
除
籍
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
そ

の
配
偶
者
、
そ
の
配
偶
者
も
除
籍
さ
れ

て
い
る
場
合
に
は
、
子
が
届
出
人
と
な

り
ま
す
。

　
「
名
」
の
フ
リ
ガ
ナ
は
各
人
が
届
け

出
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
15

歳
未
満
の
場
合
は
、
親
権
者
な
ど
の
法

定
代
理
人
が
届
出
人
と
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
「
地
域

お
こ
し
協
力
隊
制
度
」
を
活
用
し
、
地

域
外
の
人
材
誘
致
を
図
る
と
と
も
に
そ

の
定
住
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

４
月
１
日
、
市
役
所
榛
原
庁
舎
に
て

委
嘱
式
を
行
い
、
市
長
か
ら
隊
員
３
人

に
委
嘱
状
を
交
付
し
ま
し
た
。
隊
員
の

皆
さ
ん
に
は
、
市
の
地
域
課
題
解
決
の

た
め
、
各
地
で
地
域
協
力
活
動
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

ジ
ョ
ン
・
オ
オ
モ
リ
・
カ
ー
ク 

氏

目
的

　

東
京
五
輪
レ
ガ
シ
ー
創
出
（
ス
ポ
ー

ツ
、
文
化
で
の
海
外
交
流
）​

隊
員
の
形
態

　

個
人
委
託
型

抱
負

　

市
を
信
頼
し
て
お
り
、
尊
敬
、
感
謝

を
し
て
い
る
。
市
と
も
っ
と
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
た
い
。

小
松  

舞
（
こ
ま
つ  

ま
い
）
氏

目
的

　

外
国
籍
住
民
と
の
交
流
促
進
（
多
文

化
共
生
推
進
）

隊
員
の
形
態

　

企
業
等
連
携
型
（
㈱
マ
キ
ノ
ハ
ラ
ボ

が
雇
用
）

抱
負

　

市
に
は
レ
モ
ン
や
サ
ー
フ
ィ
ン
な
ど

た
く
さ
ん
魅
力
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
魅

力
を
こ
れ
か
ら
発
信
し
て
い
き
た
い
。

堀
内  

虹
弥
（
ほ
り
う
ち  

こ
う
や
） 氏

目
的

　

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ま
き
の
は
ら
推
進
事

業
の
実
施
（
荒
廃
農
地
再
収
益
化
）

隊
員
の
形
態

　

市
会
計
年
度
任
用
職
員
（
お
茶
特
産

課
で
勤
務
）

抱
負

　
「
波
乗
り
レ
モ
ン
」
に
つ
い
て
、カ
ー

ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
増
や
し
、
出
口
戦

略
と
安
心
な
出
荷
体
制
を
整
え
て
い
く
。

▶�制度につ
いて（法
務省ホー
ムページ）

牧之原市役所　

▲

榛原庁舎 ☎㉓0001

▲

相良庁舎 ☎�2600　平日午前８時15分～午後５時（水曜日は午後７時まで）

総合健康福祉センターさざんか ☎㉓0070　　榛原文化センター ☎㉓0002　　相良総合センターい～ら ☎�5544

帯
状
疱
疹
予
防
接
種
（
定
期
接
種
）
が
開
始

４
月
か
ら
の
予
防
接
種
の
変
更
点
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　
健
康
推
進
課　
加
藤　
☎
（
23
）
０
０
２
７

　

予
防
接
種
は
、
病
気
に
か
か
ら
な
い

こ
と
や
、
か
か
っ
て
も
重
く
な
ら
な
い

こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

予
防
接
種
法
に
よ
っ
て
、対
象
疾
病
、

対
象
者
お
よ
び
接
種
期
間
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
ご
自
身
の
対
象
の
予
防
接

種
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

帯
状
疱
疹
予
防
接
種
（
定
期
接
種
）
に

つ
い
て
（
令
和
７
年
４
月
開
始
）

　

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
帯
状
疱
疹
予

防
接
種
が
予
防
接
種
法
の
Ｂ
類
疾
病
に

位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

65
歳
以
上
の
対
象
者
に
は
予
診
票
を

３
月
に
通
知
し
て
い
ま
す
。
接
種
を
希

望
す
る
場
合
に
は
実
施

医
療
機
関
で
接
種
し
て

く
だ
さ
い
。

対
象
者

ア　

�

65
歳
以
上
の
人

※�

令
和
７
～
11
年
度
ま
で
の
５
年
間
は
、

65
歳
を
超
え
る
人
の
接
種
機
会
を
確

保
す
る
た
め
経
過
措
置
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

イ　

�

接
種
日
に
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の

人
で
あ
っ
て
、
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ

イ
ル
ス
に
よ
り
免
疫
の
機
能
に
日

常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
程

度
の
障
が
い
を
有
す
る
人
（
身
体

障
害
者
手
帳
１
級
相
当
程
度
）

※
イ
の
人
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

帯
状
疱
疹
に
か
か
っ
た
こ
と
の
あ
る

人
に
つ
い
て
も
定
期
接
種
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

自
己
負
担
金

▼�

生
ワ
ク
チ
ン
（
１
回
）
＝
４
８
０
０

円
（
接
種
費
用
：
約
９
０
０
０
円
）

▼�

組
換
ワ
ク
チ
ン
（
２
回
）
＝
１
万
２

　

千
円
（
接
種
費
用
：
約
２
万
２
千
円
）

帯
状
疱
疹
予
防
接
種（
任
意
予
防
接
種
）

の
助
成
に
つ
い
て

　

定
期
接
種
対
象
外
の
令
和
７
年
度
の

助
成
対
象
者
は
、
市
民
か
つ
次
の
ア
、

イ
の
人
で
す
。

健
康

戸籍制度マスコット
キャラクター「コセキツネ」

ア　

50
歳
か
ら
59
歳
ま
で
の
人

イ　

�

60
歳
以
上
の
人
で
、
令
和
６
年
度

に
組
換
ワ
ク
チ
ン
の
１
回
目
を
接

種
し
た
人

　

接
種
料
金
は
医
療
機
関
に
よ
り
異
な

り
ま
す
。
１
回
の
接
種
に
つ
き
３
千
円

を
助
成
し
ま
す
。

　

助
成
に
は
市
役
所
で
償
還
払
い（
一
旦

費
用
を
支
払
い
、そ
の
後
申
請
し
払
い
戻

さ
れ
る
仕
組
み
）の
申
請
が
必
要
で
す
。

接
種
お
よ
び
償
還
払
い

の
申
請
期
限
は
令
和
８

年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

18
歳
未
満
の
子
ど
も
の
保
護
者
、
妊
娠

を
望
む
方
と
そ
の
ご
家
族

●
お
た
ふ
く
ワ
ク
チ
ン
費
用
助
成

　

１
歳
児
、
年
長
児
の
お
た
ふ
く
ワ
ク

チ
ン
（
任
意
接
種
）
は
１
回
２
千
円
助

成
し
ま
す
。

　

指
定
医
療
機
関
で
接
種
す
る
場
合
と

指
定
医
療
機
関
以
外
で
接
種
し
た
場
合

（
償
還
払
い
）
が
あ
り
ま
す
。
申
請
期

限
は
接
種
後
半
年
以
内
で
す
。

●
風
し
ん
予
防
接
種
費
用
助
成

　

対
象
は
、
妊
娠
を
予

定
ま
た
は
希
望
す
る
女

性
と
そ
の
配
偶
者
、
妊

娠
し
て
い
る
女
性
の
配

偶
者
で
す
。

　

抗
体
検
査
に
は
静
岡
県
の
助
成
制
度

が
あ
り
ま
す
。
任
意
予
防
接
種
の
た
め
、

医
療
機
関
に
よ
っ
て
金
額
が
異
な
り
ま

す
。
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
は
上
限
６
千
円
、

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
は
上
限

１
万
円
を
助
成
し
ま
す
。
申
請
期
限
は

接
種
後
半
年
以
内
で
す
。

●�

小
児
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の

費
用
助
成

　

令
和
６
年
度
で
終
了
し
ま
し
た
。

平
成
９
～
平
成
20
年
度
生
ま
れ
の
女
性

で
、
子
宮
頸
が
ん
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
完
了
し
て
い
な
い
人

　

令
和
４
～
６
年
度
中
に
１
回
で
も
ワ

ク
チ
ン
を
接
種
し
た
人
は
、
令
和
７
年

度
に
限
り
、
残
り
の
接
種
を
公
費
で
受

け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
母
子
手
帳
な

ど
で
接
種
履
歴
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

麻
し
ん
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
対
象
者

［
第
１
期（
１
歳
児
）、第
２
期（
年
長
児
）、

第
５
期（
抗
体
価
が
低
い
男
性
）］

　

ワ
ク
チ
ン
が
不
足
す
る
こ
と
に
よ
り

令
和
６
年
度
中
に
接
種
で
き
な
か
っ
た

人
は
、
令
和
９
年
３
月
31
日
ま
で
接
種

が
可
能
で
す
。
対
象
者
に
は
個
別
で
通

知
予
定
で
す
。

年度内に
至る年齢 生年月日

65歳 昭和35年４月２日～昭和36年４月１日生
70歳 昭和30年４月２日～昭和31年４月１日生
75歳 昭和25年４月２日～昭和26年４月１日生
80歳 昭和20年４月２日～昭和21年４月１日生
85歳 昭和15年４月２日～昭和16年４月１日生
90歳 昭和10年４月２日～昭和11年４月１日生
95歳 昭和５年４月２日～昭和６年４月１日生

100歳以上 大正15年４月１日より以前の生まれ

地
域
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
や
形
態
に
よ
り
３
人
に
委
嘱

地
域
お
こ
し
協
力
隊
隊
員
委
嘱
式
を
行
い
ま
し
た

問
い
合
わ
せ　
地
域
振
興
課　
小
杉
山　
☎
（
23
）
０
０
５
３

隊員に委嘱された堀内氏（左）、オオモリ氏（左から
２番目）、小松氏（右）

令和７年度の対象者
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